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2006 年 1 月 20 日 

株式会社日立製作所 

 

RFID を応用した原子力プラント建設技術を開発 

 

 株式会社日立製作所(執行役社長:庄山悦彦／以下、日立)は、RFID(Radio Frequency 

Identification)を応用し、原子力プラント建設に適用する技術を開発しました。本技術は、社

会的な責任が大きく、品質記録等に信頼性の高い情報トレーサビリティが要求される原子力プラ

ント建設において、RFID を用いることで、人やモノの品質管理の向上と、関連する作業の効率化

を目指したものです。日立は今後、運転開始後のメンテナンスや予防保全も含めたプラントトー

タルライフサイクルへの適用拡張を目指します。 

 

現在、量産系の産業においては、ユビキタス社会を支える基盤技術の一つとして RFID 技術の

適用が、加速度的にその範囲を広げています。今回の日立の取り組みは、体系的な適用が難しい

とされる、多品種で大量の機器を扱うプラント建設に対して、高機能 RFID の基盤技術の適用を

試みるものです。原子力プラントは百万点を超える多品種で大量の機械設備、配管、弁、電気品

などで構成されており、これらの機器は、それぞれが設計、製作、調達、立会い、検査、輸送と

いったプロセスを経て、発電所での据付にいたります。原子力プラントの建設では、機器の物量

の多さと履歴の複雑さ、さらに、原子力であるがゆえの高度な品質管理が必要とされることから、

効率的で精度の高い管理が要求されます。そこで、日立は、世界最小クラス 0.4mm 角のアンテナ

内蔵型の非接触 IC チップ｢ミューチップ｣に代表される RFID 技術と、これまで蓄積された国内 19

プラントにおける、先進の原子力プラント建設技術を融合したユビキタスプラント建設技術を開

発しました。 

 

 今回開発した技術の概要は以下の通りです。 

(1) 配管製造および据付け工事に適用した場合 

工場の材料受け入れ時点で各材料に RFID タグを取付け、配管等の荷受けや、発送などの物流

管理に適用します。また、配管の曲げや溶接などの作業管理ポイントに RFID を用いることによ

りその進捗を収集し、高効率な作業管理を実施します。さらに、現地サイトにおいても同様に、

荷受けや、作業毎の管理に RFID を適用することで、製品確認や記録作成など人手のかかる作業

の効率化や省力化が可能となり、ヒューマンエラーの防止と信頼性の高いトレーサビリティを確

保します。 

さらに、これらの RFID により収集した情報にもとづき、原子力プラント建設といった大きな

プロジェクトにおいて、人やモノなど動態の｢見える化｣を推進し、さらなる高品質管理システム

の構築を目指します。 

また、製品の状態管理などにも応用することで、予防保全も含めて、トータルライフサイクル

を視野に入れた技術開発も進めています。 

 

(2)電気工事に適用した場合 

ケーブル結線作業において、RFID を端子側と芯線側に取付けることにより、作業員の結線作業

の簡略化やエラーチェックなどにも応用できる、結線ナビシステムを開発しました。このシステ

ムは、上流設計の回路 CAD(Computer Aided Design)データに基づき、その結線が正しいかどうか

を判定する機能を持ち、パソコンや PDA(Personal Digital Assistance:携帯情報端末)を用いて
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確認することで、結線作業に間違いがないかどうかを自動確認します。 

 

 

今後、日立は RFID の適用にあたってのルール作りや既存システムとの融合、さらに、金属材

料に直接装着できる金属対応アンテナなどの基盤技術についても開発していく予定です。 

また、これまで培ってきた技術やシステム、インフラストラクチャーを基盤として、安全や品

質を確保したうえで、さらなる信頼性や作業効率の向上を目指した、次世代の原子力プラント建

設技術の確立に貢献していきます。 

 

 
■照会先 

株式会社日立製作所 電力グループ 原子力事業部 原子力品質･業務企画グループ[担当:長島] 

〒101-8608 東京都千代田区外神田一丁目 18 番 13 号 

TEL 03-4564-5116（ダイヤルイン） 
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